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2
団
体
41
人
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
血
友
の
会

　
十
日
町
市
献
血
友
の
会
連
合
会
（

馬
場
文
平
会
長
）
で
は
、
去
る
四
月

二
十
二
日
、
市
公
民
館
で
総
会
を
開

き
、
五
十
二
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

に
つ
い
て
決
め
ま
し
た
。

　
献
血
友
の
会
は
、
昭
和
四
レ
四
年

に
結
成
さ
れ
、
以
来
献
血
に
対
す
る

趣
旨
の
普
及
活
動
と
と
も
に
、
多
く

の
血
液
の
提
供
を
通
し
て
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
．

　
今
年
度
も
、
十
二
月
ま
で
に
十
八

回
、
二
千
四
百
八
レ
ニ
人
を
目
標
に

献
血
実
施
計
画
を
た
て
、
広
く
一
般

に
協
力
を
求
め
る
．
』
と
に
し
て
い
ま

す
。

ガ
し
こ
い
消
費
者
⑭

b
　
　
　
消
費
者
協
会
へ

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

ジ
支
鰭
難
錆

　
e

　
　
　
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま

　
　
　
し
た
。
消
費
生
活
の
基

　
　
　
本
と
な
る
知
識
の
修
得
　
イ

簿
　
蜜

邑
鮮
謬

黛
驚
墨

彦
〃
蓬
藷
恥

　
な
お
、
こ
の
口
の
総
会
の
席
上
で

つ
ぎ
の
と
お
り
、
レ
回
以
上
に
わ
た

る
献
血
功
労
者
四
レ
一
人
と
、
献
血

推
進
功
労
団
体
と
し
て
二
事
業
所
を

市
血
液
対
策
協
議
会
（
春
日
由
三
会

長
）
名
で
表
彰
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

20回表彰を受ける馬場さん

　
団
体
　
㈱
滝
泰
（
四
日
町
第
四
）

　
　
　
．
．
．
洋
自
動
車
㈱
（
本
町
七
）

　
個
人
　
〔
二
十
回
以
上
〕
　
村
竹
修

（
本
町
・
．
一
）
生
越
和
明
（
上
新
田
）
斉

木
和
明
（
栄
町
）
池
田
照
三
（
河
内
町
）

馬
場
昭
三
（
高
田
町
四
）
佐
藤
栄
（
笹

ノ
沢
）
　
〔
十
回
以
上
〕
塩
川
敬
一

（
八
幡
田
町
）
ほ
か
三
十
四
人
．
、

出
稼
ぎ
者
健
康
診
断
を
実
施

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
出
稼
ぎ
者
「
無
料
健

康
診
断
」
を
実
施
し
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
農
繁
期
や
夏
場

の
就
労
に
備
え
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
時
と
会
場
　
五
月
二
十
日
・
二

十
五
日
・
二
十
七
日
（
市
民
会
館
V

　
五
月
二
十
三
日
（
十
日
町
保
健
所
）

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

半
～
十
一
時
・
午
後
一
時
～
二
時
半

　
検
診
内
容
　
問
診
・
検
尿
・
血
圧

測
定
・
聴
診
・
血
液
検
査
・
検
便
・

指
導
な
ど
。

　
当
日
持
参
す
る
も
の
　
出
稼
ぎ
労

働
者
手
帳
・
検
便
の
た
め
の
便
．

　
そ
の
他
　
眼
底
検
査
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
等
の
運

転
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
検
査
当
日

必
要
な
方
に
職
業
相
談
を
行
い
ま
す
．

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
五
月
十
三
日
（
金
）
　
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
、
川
治
下
町
第
．
』
の
一

部
・
川
治
内
後
・
明
石
町
の
一
部
・

川
治
中
町
・
川
治
上
町
・
六
箇
中
村

山
谷
・
麻
畑
・
田
麦
・
六
箇
野
中
・

ニ
ツ
屋
・
池
沢
・
源
田
・
水
沢
野
中

当
間
・
鍬
柄
沢
・
塩
之
又
・
辰
ヶ
平

大
黒
沢
・
小
黒
沢
・
伊
達
・
新
宮
・

天
池
・
細
尾
・
池
ノ
尻
・
漆
島
・
土

市
の
一
部
・
谷
内
丑
、
▽
五
月
．
一
十

四
日
（
火
）
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

学
校
町
一
丁
目
の
一
部
・
学
校
町
二

丁
目
．
▽
五
月
三
十
日
（
月
）
　
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
、
高
田
町
．
．
西
の

】
部
・
高
田
町
四
・
五
の
一
部
・
島

の
一
部
・
春
日
町
二
・
．
．
あ
一
部
・

錦
町
一
・
二
の
一
部
・
高
山
第
二
・

第
三
・
第
四
．
▽
五
月
、
．
干
一
日
（
火
）

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、
田
中
町
本

通
り
の
一
部
・
本
町
五
丁
目
の
一
部
。
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瓢

．
諮
冨
喬
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畿
翌
獄
護

よ
ら
、
ほ
ん
ど
・

忘
｝
馬
・
‡
炉

　
　
　
　
　
以
£
恥
。
■

璽

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

▽
高
橋
健
一
（
七
軒
町
）
五
万
円

（
香
典
返
し
V
　
▽
酒
井
梅
子
（
西
浦

東
）
三
万
円
（
香
典
返
し
）
▽
大
島

辰
生
（
本
町
一
）
五
千
円
（
香
典
返

し
）
▽
大
熊
喜
作
（
中
条
上
町
）
二

万
円
（
香
典
返
し
）
▽
根
津
洋
子

（
西
浦
東
）
千
円
▽
鷹
の
湯
（
六
箇
）

老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
招
待
（
五
十
人
）

　
ト
ル
コ
地
震
救
援
金

▽
二
瓶
ケ
サ
（
旭
ヶ
丘
）
四
千
円
．

消
火
器
の
悪
質

　
　
訪
問
販
売
に
ご
注
意
－

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
消
火
器
の

家
庭
訪
間
販
売
で
、
詐
欺
的
あ
る
い

は
恐
喝
的
な
手
段
を
用
い
て
強
引
に

消
火
器
を
押
売
り
す
る
事
例
が
続
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
つ
ぎ
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
販
売
員
が
平
素
取
引
の
あ
る
店

の
者
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
■
価
格
を
市
販
さ
れ
て
い
る
品
物

と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
■
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
消
防

署
ま
た
は
警
察
署
へ
早
く
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ゆ
ず
り
ま
す

　
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
昨
年
発
足
し
た
不
用
品
交
換
登
録

制
度
は
、
大
変
好
評
で
し
た
、

引
き

続
き
五
十
二
年
度
分
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
、
ま
だ
十
分

使
用
で
き
る
の
に
使
わ
れ
て
い
な
い

不
用
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
品
、

中
古
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
．
子
供
用
品
、
電
気
製
品
、

ペ
ッ
ト
、
家
具
等
な
ん
で
も
結
構
で

す
。◆
4
月
末
目
ま
で
の
受
付
分

52
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付
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交
換
希
望
の
品
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が
あ
り
ま
し
た
人
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市
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工
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内
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協
会
4
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．
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．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
も
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男

　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
換
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

咬
　
　
　
　
　
　
2
3

　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
β

　
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

　
昨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ミ乾婦ピ電九
人　　動 品

シ燥用アオ官
自　　ル

ン機転　ノ　ガ鳥
車　　ン

　　　一　　　　　　　　　一〃　　　〃　　　〃　　　〃

　　　台羽
名

中 規
〃　　　〃　　　〃　　　〃

　　　古 格

台　カ　イ
ば
　
ガ
　
　
ン
か
り
　
　
監
　
　 コ

品
名
ゆ
ず
り
ま
す

　尺六
〇　縁尺
⊂）付x

旬　　へ

規
格

　　四不　不　1話

　　百
明　明　円

　　位

希
望
価
格

オ　バ　子
　イ　供
ル　　　用
　ク　　自ガ
　ニ　転
ン　台　車

品
名
ゆ
ず
’
）
て
く
だ
さ
い

中50中i
　cc古～
　中　　四古　古　　才

規
格

　＝二　　i

　～　～
万　 三　hl
円　ノ∫　千

位円　円

希
望
価
格

轟／略、

＼

騨き
黛
㌧￥∠

　
貯

．
焦
等

　　　　　　　○
　　殊　ぴ

∫，．轟i調

撫
ψ
難

　　　　　　　保

｛G謝
　　　　　　　い［

毒
　
、

噂
鶴
　
　
　
嚇

ん

＼

輝

6盤
　　□248号口

　　　　　　　　一山菜を味わう会

　妻有地万は山菜の宝庫。日躍日ともなれば、気楽なレジャーと実益をかねて

新緑の山々に出かける家族連れも多い。

　ここ小泉の宝泉寺でも、去る5月211ヨに「山菜を味わう会」（山内軍Ψ代表）

が開かれ、ワラビ・ゼンマイ・山ウドからスミレの花・アザミなどまでの様々

な山菜に、集まった300人近くの人々が、心ゆくまで舌つづみをうった。
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　美しい自然、きれいな水、澄んだ青空は私たちが求める

自然への大きな願いといえます。自然は私たちの生活に潤

いと活力を与え、健康なからだを生む大きな役割を果たし

ています。

　6月5目の世界環境デーから環境週間がはじまっていま

すが、この週間を機会に私たちを取りまく自然環境につい

て考えなおしてみましょう。

癬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
勢

き
オ
セ
為
ま
老
一
く
髭
ぞ

　
狭
い
日
本
列
島
で
は
、
都
市
化
が

進
む
に
つ
れ
、
緑
が
失
わ
れ
、
空
は

よ
ご
れ
、
自
然
の
木
も
枯
れ
、
野
鳥

や
虫
の
声
も
聞
か
れ
な
い
地
域
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
幸
い
十
日
町
市
の
場
合
、
自
然
と

調
和
し
た
形
で
都
市
化
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
緑
の
破
壊
は
そ
れ
ほ
ど
深

刻
で
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
河
川
の
汚
濁
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
跡
を
断
た
な
い
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

ま
た
、
伝
統
あ
る
織
物
の
ま
ち
と
し

て
大
き
く
発
展
し
て
き
た
中
で
、
河

川
の
汚
濁
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
た

ず
に
見
過
ご
し
て
き
た
傾
向
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
市
街
地
を
流
れ
る
中
沢
川
や
晒
川

が

色
濃
く
染
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

「
七
色
に
染
ま
る
の
は
、
織
物
の
ま
ち

と
し
て
あ
た
り
ま
え
」
と
い
っ
た
、

考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
工
場
廃
水
や
生
活
排
水

な
ど
に
よ
り
河
川
の
水
質
汚
濁
が
進

む
に
つ
れ
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
反

省
さ
れ
、
　
『
き
れ
い
な
川
を
、
も
う

一
度
と
り
も
ど
し
た
い
』
と
い
う
率

直
な
願
い
に
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

水
質
検
査
を
定
期
的
に
実
施

　
市
環
境
課
で
も
、
昭
和
四
十
八
年

以
降
、
中
沢
川
な
ど
の
七
河
川
に
つ

い
て
定
期
的
な
水
質
検
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
検
査
結
果
を
み
ま
す
と
、
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
で
は
、
晒
肌
・
上

大
井
田
川
・
中
沢
川
が
汚
れ
て
お
り
、

浮
遊
物
質
で
は
、
上
大
井
田
川
・
晒

　　　　　　　欝　，嫌

謙翼鞭蔽麓

・
撃
諾
鱗

　
私
は
四
レ
年
ほ
ど
こ
こ
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
晒
川
も
昔
と
今
で
は
大

変
か
わ
っ
た
も
の
だ
と
驚
い
て
い
ま

す
．
以
前
は
、
水
量
も
多
く
、
水
も

良
く
澄
ん
で
い
ま
し
た
。
赤
は
よ
や

カ
ジ
カ
な
ど
が
た
く
さ
ん
い
て
、
子

供
達
か
集
ま
っ
て
遊
ぶ
の
に
絶
好
の

場
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
十

川
、
透
視
度
で
は
上
大
井
田
川
・
晒

川
・
中
沢
川
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
で

は
川
治
川
・
田
川
の
汚
濁
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
腸
菌
群
数
で

は
、
全
河
川
が
汚
濁
し
て
い
る
状
態

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
汚
濁
は
、
河
川
の
流
域

に
大
工
場
が
多
数
あ
っ
た
り
、
市
街

地
中
心
部
の
家
庭
雑
排
水
が
流
入
す

る
こ
と
な
ど
が
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
市
で

は
各
企
業
に
対
し
て
、
十
日
町
保
健

所
を
中
心
に
し
て
行
政
指
導
を
進
め

て
き
た
一
方
、
各
家
庭
に
つ
い
て
は
、

沈
澱
槽
の
設
置
に
よ
り
排
水
の
浄
化

を
指
導
し
て
き
ま
し
た
．

　
こ
う
し
た
行
政
指
導
の
中
で
、
昭

一
月
に
入
る
と
、
川
沿
い
の
あ
ち
こ

ち
で
「
つ
け
菜
洗
い
」
を
す
る
風
景

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

一
、
．
十
年
過
ぎ
か
ら
汚
れ
は
じ
め
、
魚

も
住
み
つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
水

に
色
が
つ
く
の
は
ま
だ
し
も
、
川
底

の
石
や
泥
に
も
汚
染
が
広
が
っ
て
、

悪
臭
を
放
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
．
こ
の
一
年
ほ
ど
で
、
水
は
だ
い

ぶ
澄
ん
で
き
ま
し
た
が
、
水
量
が
少

な
い
の
で
、
な
ん
と
か
考
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

…
◎
薫
鞍

　
つ
い
最
近
ま
で
、
中
沢
川
と
言
え
…

・
ば
雪
解
け
時
期
に
増
水
し
て
、
川
沿
…

…
い
の
家
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
㎜

…
す
。
三
年
ほ
ど
前
か
ら
河
川
改
修
が
…

…
は
じ
ま
り
、
川
幅
が
広
が
り
、
危
険
…

…
な
箇
所
も
な
お
さ
れ
ま
し
た
。
川
底
…

…
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
、
ゴ
、
・
、
㎜

㎜
も
そ
れ
ほ
ど
た
ま
り
ま
せ
ん
が
、
色
…

…
の
つ
い
た
水
だ
け
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
…

　
下
流
で
は
、
田
ん
ぼ
に
ひ
く
水
を
…

…
と
っ
て
お
り
、
な
ん
と
か
き
れ
い
な
…

…
川
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

和
五
十
一
年
に
は
、
城
之
古
の
工
場

団
地
へ
の
工
場
移
転
が
ほ
ぼ
完
了
し

た
こ
と
や
、
続
い
て
造
成
さ
れ
た
吉

田
山
谷
の
染
色
団
地
へ
の
移
転
が
進

む
一
方
、
そ
の
他
の
企
業
で
処
理
施

設
の
完
備
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
で
、

従
来
汚
濁
が
進
ん
で
い
た
こ
れ
ら
の

河
川
は
、
一
様
に
浄
化
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

〆
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BOD年平均値の推移
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50

卿

　　48年　　　　49年　　　　50年　　　51年

主要河川水質検査表（51年6月18日現在

項　　目 BOD SS PH MPN
羽　根　川 3．7 10 7．2 9．2x105

川　治　川 1．5 20 7．6 7．9×104

中　沢　川 16．3 10 7．0 5．4×105

田　　　川 4．1 10 7．4 5．4×105

上大井田川 84．5 10 6．8 5．4×105

下大井田川 2．0 10 7．6 1．3x104

晒　　　川 18．5 10 6．8 1．3x105

生物化学的酸素要求量（B　O　D＞…一汚水中の有機物質び）

　量を推定するのに求められた酸素消費量。値が小さけ

　れば水はきれい。環境基準は2ppm以下。
浮遊物質（S　S）……水中の水に溶けない《）の。環境基準

　は25ppm以下。
水素イオン濃度（P　H）……酸性やアルカリ性へのかたよ

　り具合を示すもので、PH7が中心。

　環境基準は6，5～8．5
大腸菌群数（M　P　N）……100認当り何個の大腸菌がいる

　かをあらわすもグ）．環境基準は1，DOO以下。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら

れ
た
物
を
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
ま
し
よ
・
つ
◎

　
家
庭
の
ご
み
は
、
収
集
し
や
す
い

よ
う
に
水
切
り
を
よ
く
し
、
適
当
な

量
を
袋
に
入
れ
る
か
、
き
ち
ん
と
束

ね
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

に
分
け
て
指
定
し
た
日
の
朝
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
、
商
店
等
か
ら
出
さ
れ
る

多
量
の
ご
み
は
、
各
自
で
焼
却
場
（
燃

え
る
ご
み
）
か
埋
立
地
（
燃
え
な
い

ご
み
）
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で

　
最
近
、
川
や
山
間
地
の
崖
下
な
ど

に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
側
こ
う
、

排
水
路
等
に
ド
・
や
ご
み
が
つ
ま
り
、

水
の
流
れ
を
悪
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
道
路

沿
い
に
あ
る
田
畑
の
持
主
の
方
は
、

自
動
車
等
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空

缶
、
空
ビ
ン
の
処
理
に
困
っ
て
い
ま

す
。
．
こ
み
は
、
所
定
の
場
所
以
外
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一
斉
清
掃
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
家
の
内
外
や
神
社
の
境
内
・
公
園
・

広
場
等
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
水
溝
や
道
路

側
溝
等
は
町
内
で
定
期
的
に
清
掃
し

ま
し
ょ
う
。
，
清
掃
の
あ
と
、
衛
生
害

虫
の
発
生
し
そ
う
な
場
所
に
は
、
オ

ル
ソ
乳
剤
や
ス
ミ
チ
オ
ン
粉
剤
等
で

　
こ
う
し
た
企
業
や
市
民
の
協
力
に

合
わ
せ
、
市
で
も
昭
和
四
十
九
年
か

ら
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
河
川
の
汚
濁
防

止
、
環
境
衛
生
の
向
上
、
し
尿
処
理

の
合
理
化
な
ど
公
害
を
防
ぐ
と
同
時

に
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
建
設
の
大

き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

　
す
で
に
、
こ
の
事
業
の
要
と
な
る

終
末
処
理
場
用
地
の
買
収
を
は
じ
め

と
し
て
、
主
要
汚
水
幹
線
の
布
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

（
油
剤
の
煙
霧
消
毒
機
は
環
境
課
で

貸
し
出
し
ま
す
。
）

油
水
分
離
槽
の
設
置
を

　
家
庭
排
水
も
河
川
の
汚
濁
原
因
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
排

水
に
も
沈
澱
槽
を
設
け
る
な
ど
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
油
流
出
事
故
が
ひ

ん
ぱ
ん
に
起
き
て
い
ま
す
。
油
が
流

出
し
ま
す
と
、
水
稲
や
魚
類
に
害
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
油
類
を

使
用
す
る
と
き
は
、
防
油
堤
や
油
水

分
離
槽
を
設
け
未
然
防
止
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
事
故
が
起
き
た
と
き
は
、
消

防
署
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
吸
着
材

等
で
被
害
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め

る
よ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
は
、
多
額
の
建
設
費
と
長

い
年
月
を
要
し
、
国
の
補
助
金
や
起

債
、
市
費
等
の
財
源
の
ほ
か
、
区
域

内
の
受
益
者
か
ら
建
設
費
の
一
部
を

ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
な
ど
で
汚

・
れ
た
川
に
、
も
う
一
度
魚
が
住
み
、

私
た
ち
の
憩
い
の
場
と
す
る
た
め
に

も
、
積
極
的
に
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
尿
浄
催
槽
の
瀧
撒
轡
理
を

　
し
尿
浄
化
槽
の
放
流
水
が
悪
臭
を

放
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ー
。
悪
臭
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
■
水
が
不
足
す
る
と
大
切
な
浄
化

菌
が
死
ん
で
浄
化
で
き
な
く
な
り
、

悪
臭
や
汚
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

水
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
・
便
器
の
掃
除
に
塩
酸
を
使
っ
た

り
、
バ
ッ
キ
式
の
浄
化
槽
で
空
気
を

送
る
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
っ
た
り

す
る
と
浄
化
菌
が
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
　
浄
化
槽
の
清
掃
及
び
管
理
は
、
し

尿
浄
化
槽
清
掃
業
者
と
委
託
契
約
を

結
び
定
期
的
に
点
検
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
消
毒
薬
の
補
給
と
清
掃
を

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

設
置
者
も
常
時
放
流
水
を
監
視
し
、

異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
、
た
だ
ち

に
清
掃
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
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　美しい自然、きれいな水、澄んだ青空は私たちが求める

自然への大きな願いといえます。自然は私たちの生活に潤

いと活力を与え、健康なからだを生む大きな役割を果たし

ています。

　6月5目の世界環境デーから環境週間がはじまっていま

すが、この週間を機会に私たちを取りまく自然環境につい

て考えなおしてみましょう。

癬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊
　
勢

き
オ
セ
為
ま
老
一
く
髭
ぞ

　
狭
い
日
本
列
島
で
は
、
都
市
化
が

進
む
に
つ
れ
、
緑
が
失
わ
れ
、
空
は

よ
ご
れ
、
自
然
の
木
も
枯
れ
、
野
鳥

や
虫
の
声
も
聞
か
れ
な
い
地
域
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
幸
い
十
日
町
市
の
場
合
、
自
然
と

調
和
し
た
形
で
都
市
化
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
緑
の
破
壊
は
そ
れ
ほ
ど
深

刻
で
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
河
川
の
汚
濁
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
跡
を
断
た
な
い
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

ま
た
、
伝
統
あ
る
織
物
の
ま
ち
と
し

て
大
き
く
発
展
し
て
き
た
中
で
、
河

川
の
汚
濁
に
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
た

ず
に
見
過
ご
し
て
き
た
傾
向
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
市
街
地
を
流
れ
る
中
沢
川
や
晒
川

が

色
濃
く
染
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、

「
七
色
に
染
ま
る
の
は
、
織
物
の
ま
ち

と
し
て
あ
た
り
ま
え
」
と
い
っ
た
、

考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
工
場
廃
水
や
生
活
排
水

な
ど
に
よ
り
河
川
の
水
質
汚
濁
が
進

む
に
つ
れ
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
反

省
さ
れ
、
　
『
き
れ
い
な
川
を
、
も
う

一
度
と
り
も
ど
し
た
い
』
と
い
う
率

直
な
願
い
に
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

水
質
検
査
を
定
期
的
に
実
施

　
市
環
境
課
で
も
、
昭
和
四
十
八
年

以
降
、
中
沢
川
な
ど
の
七
河
川
に
つ

い
て
定
期
的
な
水
質
検
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
検
査
結
果
を
み
ま
す
と
、
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
で
は
、
晒
肌
・
上

大
井
田
川
・
中
沢
川
が
汚
れ
て
お
り
、

浮
遊
物
質
で
は
、
上
大
井
田
川
・
晒

　　　　　　　欝　，嫌

謙翼鞭蔽麓

・
撃
諾
鱗

　
私
は
四
レ
年
ほ
ど
こ
こ
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
晒
川
も
昔
と
今
で
は
大

変
か
わ
っ
た
も
の
だ
と
驚
い
て
い
ま

す
．
以
前
は
、
水
量
も
多
く
、
水
も

良
く
澄
ん
で
い
ま
し
た
。
赤
は
よ
や

カ
ジ
カ
な
ど
が
た
く
さ
ん
い
て
、
子

供
達
か
集
ま
っ
て
遊
ぶ
の
に
絶
好
の

場
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
十

川
、
透
視
度
で
は
上
大
井
田
川
・
晒

川
・
中
沢
川
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
で

は
川
治
川
・
田
川
の
汚
濁
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
腸
菌
群
数
で

は
、
全
河
川
が
汚
濁
し
て
い
る
状
態

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
汚
濁
は
、
河
川
の
流
域

に
大
工
場
が
多
数
あ
っ
た
り
、
市
街

地
中
心
部
の
家
庭
雑
排
水
が
流
入
す

る
こ
と
な
ど
が
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、
市
で

は
各
企
業
に
対
し
て
、
十
日
町
保
健

所
を
中
心
に
し
て
行
政
指
導
を
進
め

て
き
た
一
方
、
各
家
庭
に
つ
い
て
は
、

沈
澱
槽
の
設
置
に
よ
り
排
水
の
浄
化

を
指
導
し
て
き
ま
し
た
．

　
こ
う
し
た
行
政
指
導
の
中
で
、
昭

一
月
に
入
る
と
、
川
沿
い
の
あ
ち
こ

ち
で
「
つ
け
菜
洗
い
」
を
す
る
風
景

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和

一
、
．
十
年
過
ぎ
か
ら
汚
れ
は
じ
め
、
魚

も
住
み
つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
水

に
色
が
つ
く
の
は
ま
だ
し
も
、
川
底

の
石
や
泥
に
も
汚
染
が
広
が
っ
て
、

悪
臭
を
放
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で

す
．
こ
の
一
年
ほ
ど
で
、
水
は
だ
い

ぶ
澄
ん
で
き
ま
し
た
が
、
水
量
が
少

な
い
の
で
、
な
ん
と
か
考
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

…
◎
薫
鞍

　
つ
い
最
近
ま
で
、
中
沢
川
と
言
え
…

・
ば
雪
解
け
時
期
に
増
水
し
て
、
川
沿
…

…
い
の
家
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
㎜

…
す
。
三
年
ほ
ど
前
か
ら
河
川
改
修
が
…

…
は
じ
ま
り
、
川
幅
が
広
が
り
、
危
険
…

…
な
箇
所
も
な
お
さ
れ
ま
し
た
。
川
底
…

…
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ
て
、
ゴ
、
・
、
㎜

㎜
も
そ
れ
ほ
ど
た
ま
り
ま
せ
ん
が
、
色
…

…
の
つ
い
た
水
だ
け
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
…

　
下
流
で
は
、
田
ん
ぼ
に
ひ
く
水
を
…

…
と
っ
て
お
り
、
な
ん
と
か
き
れ
い
な
…

…
川
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

和
五
十
一
年
に
は
、
城
之
古
の
工
場

団
地
へ
の
工
場
移
転
が
ほ
ぼ
完
了
し

た
こ
と
や
、
続
い
て
造
成
さ
れ
た
吉

田
山
谷
の
染
色
団
地
へ
の
移
転
が
進

む
一
方
、
そ
の
他
の
企
業
で
処
理
施

設
の
完
備
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
で
、

従
来
汚
濁
が
進
ん
で
い
た
こ
れ
ら
の

河
川
は
、
一
様
に
浄
化
が
進
ん
で
き

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

〆
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BOD年平均値の推移
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認

認

50

卿

　　48年　　　　49年　　　　50年　　　51年

主要河川水質検査表（51年6月18日現在

項　　目 BOD SS PH MPN
羽　根　川 3．7 10 7．2 9．2x105

川　治　川 1．5 20 7．6 7．9×104

中　沢　川 16．3 10 7．0 5．4×105

田　　　川 4．1 10 7．4 5．4×105

上大井田川 84．5 10 6．8 5．4×105

下大井田川 2．0 10 7．6 1．3x104

晒　　　川 18．5 10 6．8 1．3x105

生物化学的酸素要求量（B　O　D＞…一汚水中の有機物質び）

　量を推定するのに求められた酸素消費量。値が小さけ

　れば水はきれい。環境基準は2ppm以下。
浮遊物質（S　S）……水中の水に溶けない《）の。環境基準

　は25ppm以下。
水素イオン濃度（P　H）……酸性やアルカリ性へのかたよ

　り具合を示すもので、PH7が中心。

　環境基準は6，5～8．5
大腸菌群数（M　P　N）……100認当り何個の大腸菌がいる

　かをあらわすもグ）．環境基準は1，DOO以下。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め
ら

れ
た
物
を
決
め
ら
れ
た
場
所
に
出

し
ま
し
よ
・
つ
◎

　
家
庭
の
ご
み
は
、
収
集
し
や
す
い

よ
う
に
水
切
り
を
よ
く
し
、
適
当
な

量
を
袋
に
入
れ
る
か
、
き
ち
ん
と
束

ね
、
燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み

に
分
け
て
指
定
し
た
日
の
朝
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
所
、
商
店
等
か
ら
出
さ
れ
る

多
量
の
ご
み
は
、
各
自
で
焼
却
場
（
燃

え
る
ご
み
）
か
埋
立
地
（
燃
え
な
い

ご
み
）
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で

　
最
近
、
川
や
山
間
地
の
崖
下
な
ど

に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
た
り
、
側
こ
う
、

排
水
路
等
に
ド
・
や
ご
み
が
つ
ま
り
、

水
の
流
れ
を
悪
く
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
道
路

沿
い
に
あ
る
田
畑
の
持
主
の
方
は
、

自
動
車
等
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空

缶
、
空
ビ
ン
の
処
理
に
困
っ
て
い
ま

す
。
．
こ
み
は
、
所
定
の
場
所
以
外
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一
斉
清
掃
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
家
の
内
外
や
神
社
の
境
内
・
公
園
・

広
場
等
い
つ
も
き
れ
い
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
下
水
溝
や
道
路

側
溝
等
は
町
内
で
定
期
的
に
清
掃
し

ま
し
ょ
う
。
，
清
掃
の
あ
と
、
衛
生
害

虫
の
発
生
し
そ
う
な
場
所
に
は
、
オ

ル
ソ
乳
剤
や
ス
ミ
チ
オ
ン
粉
剤
等
で

　
こ
う
し
た
企
業
や
市
民
の
協
力
に

合
わ
せ
、
市
で
も
昭
和
四
十
九
年
か

ら
公
共
下
水
道
の
建
設
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
河
川
の
汚
濁
防

止
、
環
境
衛
生
の
向
上
、
し
尿
処
理

の
合
理
化
な
ど
公
害
を
防
ぐ
と
同
時

に
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
建
設
の
大

き
な
柱
と
な
り
ま
す
。

　
す
で
に
、
こ
の
事
業
の
要
と
な
る

終
末
処
理
場
用
地
の
買
収
を
は
じ
め

と
し
て
、
主
要
汚
水
幹
線
の
布
設
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

（
油
剤
の
煙
霧
消
毒
機
は
環
境
課
で

貸
し
出
し
ま
す
。
）

油
水
分
離
槽
の
設
置
を

　
家
庭
排
水
も
河
川
の
汚
濁
原
因
の

ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
排

水
に
も
沈
澱
槽
を
設
け
る
な
ど
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
で
油
流
出
事
故
が
ひ

ん
ぱ
ん
に
起
き
て
い
ま
す
。
油
が
流

出
し
ま
す
と
、
水
稲
や
魚
類
に
害
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
油
類
を

使
用
す
る
と
き
は
、
防
油
堤
や
油
水

分
離
槽
を
設
け
未
然
防
止
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
事
故
が
起
き
た
と
き
は
、
消

防
署
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
吸
着
材

等
で
被
害
を
最
少
限
度
に
く
い
と
め

る
よ
う
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
は
、
多
額
の
建
設
費
と
長

い
年
月
を
要
し
、
国
の
補
助
金
や
起

債
、
市
費
等
の
財
源
の
ほ
か
、
区
域

内
の
受
益
者
か
ら
建
設
費
の
一
部
を

ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
な
ど
で
汚

・
れ
た
川
に
、
も
う
一
度
魚
が
住
み
、

私
た
ち
の
憩
い
の
場
と
す
る
た
め
に

も
、
積
極
的
に
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
尿
浄
催
槽
の
瀧
撒
轡
理
を

　
し
尿
浄
化
槽
の
放
流
水
が
悪
臭
を

放
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ー
。
悪
臭
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
の
清
掃
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
■
水
が
不
足
す
る
と
大
切
な
浄
化

菌
が
死
ん
で
浄
化
で
き
な
く
な
り
、

悪
臭
や
汚
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

水
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
・
便
器
の
掃
除
に
塩
酸
を
使
っ
た

り
、
バ
ッ
キ
式
の
浄
化
槽
で
空
気
を

送
る
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
っ
た
り

す
る
と
浄
化
菌
が
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
　
浄
化
槽
の
清
掃
及
び
管
理
は
、
し

尿
浄
化
槽
清
掃
業
者
と
委
託
契
約
を

結
び
定
期
的
に
点
検
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
消
毒
薬
の
補
給
と
清
掃
を

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

設
置
者
も
常
時
放
流
水
を
監
視
し
、

異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
、
た
だ
ち

に
清
掃
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
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春の緑化運動

苗木市
　自然に親しみ、緑

に親しみやすい季節

ですが、ここ市民会

館前でも、去る5月

7日春の緑化運動苗
木市が開催され、多

勢の人々でにぎわい

ました。

卜φΦ

然保護ポスターを募集
行事の一環として、目然保護に関するボス

ぎのとおり募集します。

小学四年生以上中学三年生までの児童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
5
2
だ
ー

讐
響
振
巖

▲
ユ
　
　
環
皿
募
生
切
め
付

　
　
　
　
　
9
応
　
締締切期限　各学校長は児童生徒の作品をとりまと
　め、昭和52年6月末臼までに到着するように送

　付してください。

　　【送付先】〒951新潟而学校町通一番町602番地
　　　　　　新潟県生活環境部自然保護課

作成要領　●ポス9一の図柄は＼目然の大切さ、自

　然保護の重要卜生をテーマとしたもの　●用紙の

　大きさはB3　●色彩は自由　●図柄に使用す
　る文字及び字数は目由。

○
◆
◆
○
○
◆
◆
○
○
○
○
◆
○
○
◆
◆
○
◆
◆
◆
◆
○
○
◆
▲
○
◆
○

　
　
　
　
　
　
　
　
諮

　
こ
だ
ま
号
　
　
楽

　
　
貸
出
文
庫
を
設
置
し
ま
し
た

　
こ
だ
ま
号
「
貸
出
文
庫
」
を
ド
表
　
　
け
の
貸
出
記
録
簿
に
記
入
し
て
く
だ

の
と
お
り
設
置
し
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
さ
い
。

　
お
年
寄
り
か
ら
小
さ
な
子
供
さ
ん
　
　
◆
本
の
登
録
番
号
と
氏
名
・
部
落
名

ま
で
の
本
が
、
一
ヵ
所
平
均
六
十
冊

か
ら
六
十
五
冊
く
二
い
配
本
さ
れ
て

い
ま
す
。
期
間
は
十
一
月
末
ま
で
で

す
が
、
二
ヵ
月
に
一
回
本
の
入
れ
替

え
を
行
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
こ
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

　
利
用
方
法

◆
本
は
一
人
二
冊
ま
で
で
、
十
四
日

間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

◆
本
を
借
り
て
行
く
時
は
、
備
え
つ

貸出文庫配本所

貸
り
た
日
を
貸
出
記
録
簿
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
配
本
し
て
あ
る
本
が
少
な
い
の
で
、

読
ん
だ
ら
早
め
に
返
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
本
を
借
り
た
方
は
、
入
れ
替
え
三

日
前
に
返
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

地　区 配　本　所 人替日

麻　　畑

ニツ屋

塩ノ又

麻畑公民館

俵山弘宅
塩ノ又分校

7・9・11月

第1月曜日

大　　池

赤　　倉

津　　池

江　　道

大池小学校

赤倉分校
津池冬期分校

開発センター

7・9・11月

第2月曜日

中条新田

市ノ沢

尾　　崎

西枯木又

橘沢一宅
佐藤友三郎宅

むつみ合所

春川善七宅

7・9・11月

第3月曜日

野　　中

安養寺

野中小学枚

南雲芳太郎宅
7・9・11月

第4月曜日
願　　入 願入冬期分校

、
地
区
公
民
館
整
備
の
董
と

　
し
て
建
設
さ
れ
た
中
条
地
区
公
民

　
館
は
、
一
年
半
を
経
過
し
、
地
域

　
の
み
な
さ
ん
の
学
習
や
グ
ル
ー
プ

　
活
動
に
、
ま
た
む
つ
み
合

ま
」
』
『
卍
』
垂
』

い
に
、
フ
ル
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
．
そ
の
中
か
ら

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
）
　
　
、

　
　
　
　
　
し
く
ー
カ

のびのびといきいきと明るくノ
・卜地域づくりのとりで※中条地区公民館イ・

を
．
こ
紹
介

し
ま
す
。圏

る
「
活
花
の
ひ
ろ
ば
」
ー
の
四
つ
で

す
。
仲
間
は
た
だ
今
四
十
数
名
、
市

内
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
．

　
『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
若
者
よ
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
集
合
』

　
青
春
の
た
め
の

学
習
と
仲
間
づ
く

り
の
場
“
青
年
の

村
”
は
、
四
つ
の

ひ
ろ
ば
が
あ
り
ま

す
。　
ス
ポ
ー
ツ
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
若
さ
を
ぶ
っ
つ

け
る
「
体
育
と
レ

ク
の
ひ
ろ
ば
」
ー
。

　
最
近
は
海
外
旅

行
に
出
か
け
る
若

者
も
多
い
。
簡
単
な
英
会
話
く
ら

い
マ
ス
タ
ー
し
な
く
ち
ゃ
。
と
は

参
加
者
の
弁
。
そ
れ
は
「
英
会
話

の
ひ
ろ
ば
」
1
。
将
来
の
彼
と

わ
た
し
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る

「
料
理
の
ひ
ろ
ば
」
1
。
そ
し
て
き

れ
い
な
花
で
や
さ
し
い
心
を
育
て

『
ヤ
ζ
』
『
鮨
垂
』

青年の村「活花のひろば」

こ
れ
が
み

ん
な
の
合

い
こ
と
ば

で
す
。

や
き
も
の

（
陶
芸
）

教
室
に
は

お
年
寄
り

青
年
、
お

か
あ
さ
ん

と
、
全
く
年
令
の
違
う
み
な
さ
ん
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と
集
ま
っ
て
い
ま
す
．

　
直
接
自
分
の
手
鴫
、
土
を
ね
り
、
土

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が

ら
、
湯
の
み
や
皿
、
植
木

鉢
な
ど
一
つ
一
つ
身
の
ま

わ
り
の
も
の
を
工
夫
し
て

創
り
出
す
手
づ
く
り
の
味

は
格
別
で
す
．
そ
し
て
、転

やきもの教室

；

完
成
し
た
作
品
を
毎
日
の
生
活
の

中
で
使
う
楽
し
さ
、
ま
た
友
達
に

贈
る
喜
び
、
や
き
も
の
は
と
て
も

楽
し
い
趣
味
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
発
表

の
場
か
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
か
ら
”
中
条
文
化
祭
”
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
花
や
書
道
、
写
真
に
絵
画
、

菊
に
盆
栽
、
た
く
さ
ル
の
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
屋
上
で
は
、
ち
ひ
一
子
た
ち
に

も
ち
つ
き
を
楽
し
シ
e
、
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
発
展
、

興
隆
の
先
達
の
遺
墨
展
、
中
条
の

人
物
史
の
刊
行
な
ど
、
大
変
有
意

義
な
催
し
で
し
た
．

中条文化祭でもちつきを
楽しむ子どもたち

　
こ
の
他
に
も
、
お
か
あ
さ
ん
の

勉
強
室
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
講

座
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
さ
そ
い
合

．
て

。
．
．
籍
幽
又

お
待
た
せ
し
ま
し
た
ノ

野
球
場
A
面
オ
ー
ブ
ン

（第3種郵便物認可）昭和52年6月10日

⑪
信
濃
川
運
動
公
園
⑪

　
初
夏
を
告
げ
る
陽
気
と
な
り
、
屋

外
で
運
動
す
る
に
は
絶
好
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
去
る
五
月
二
十
一

日
、
信
濃
川
河
川
敷
で
野
球
場
A
面

　
こ
れ
は
、
信
濃
川
運
動
公
園
造
成

の
一
環
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

ナ
不
足
を
パ
ワ
ー
で
補
っ
た
O
B
チ

ー
ム
が
六
対
四
で
辛
勝
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
野
球
場
に
続
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
撫

今
年
度
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
と
専

用
道
路
の
建
設
、
ま
た
五
十
三
年
度

は
野
球
場
C
面
と
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

一
面
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

小
中
9
ヵ
校
の
施
設
を

開
放
！

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
常
生
活

に
と
け
こ
ん
だ
体
力
づ
く
り
の
推
進
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
ざ
し
て

十
日
町
中
学
校
な
ど
小
中
九
ヵ
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
を
、
児
童
生

徒
の
学
習
に
支
障
の
な
い
時
間
、
一

般
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
　
開
放
す
る
学
校
名
、
時
間
等
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
施
設
の
管
理
、

利
用
者
の
危
険
防
止
の
た
め
、
体
育

指
導
も
合
わ
せ
た
管
理
員
の
設
置
．

ま
た
、
開
放
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

運
営
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る

ほ
か
、
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
原
則

　
今
後
も
年
々
増
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ

人
口
に
対
処
す
る
と
共
に
、
緑
あ
ふ

れ
る
自
然
の
な
か
で
の
屋
外
運
動
場

づ
く
り
を
目
ざ
し
て
行
き
ま
す
。

と
し
て
市
内
在
住
又
は
在
勤
す
る
十

人
以
上
の
責
任
者
の
明
確
な
団
体
と

い
う
こ
と
で
、
登
録
に
よ
っ
て
利
用

を
許
可
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
利
用
者
の
申
し
込
み
は

六
月
三
十
日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教

育
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
開
放
す
る
学
校

十
日
町
中
学
校
・
南
中
学
校
・
十
日

町
小
学
校
・
西
小
学
校
・
東
小
学
校
．

中
条
小
学
校
・
水
沢
小
学
校
・
吉
田

小
学
校
・
下
条
小
学
校
。

●
開
放
施
設
と
時
間

■キャンプ用具を貸し出します
　市社会福祉協議会では、市内の青少年団体及び少年σ）健全

育成を図るために、つぎび）キャンプ用具を貸し出ししていま
す。

　町内、部落グ）子供会等のキャンプなどに、大いにご利用く

ださい。

　貸し出しの申し込みは、市役所社会福祉事務所（87－3111

番）へ早めにお申し込みください。

●貸享ll！具鑑鵬一

知
が
，

難
鳳

　
開
発
課
は
、
正
面
玄
関
を
入
っ
て

す
ぐ
右
が
わ
に
あ
り
、
二
係
・
十
名

の
小
さ
な
課
で
、
次
の
仕
事
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
。

●
管
理
係

①
市
有
財
産
の
管
理
処
分
（
市
有
財

産
に
は
、
行
政
財
産
と
普
通
財
産
が

あ
り
、
そ
の
管
理
お
よ
び
処
分
）

②
土
地
利
用
や
工
業
再
配
置
補
助
事

業
等
（
土
地
の
適
正
利
用
と
開
発
保

全
や
国
の
補
助
に
よ
る
施
設
の
建
設
）

③
地
下
水
の
有
効
利
用
調
査
（
貴
重

な
資
源
で
す
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
）

■おはようサイクリングを実施
　さわやかな季節です．思いきり手足を動かし、日頃の運動

不足を解消しましょう。
　市教委では、明るい仲間づくりと気軽な体力づくりを目標
に、自然に親しみながら正しいサイクリングを身につけるこ
とを目的とした「おはようサイクリング」をー）ぎのとおり計

画しました。
　どうぞご家族そろってご参加ください。

　●期　日　6月21日～8月30日　毎週火・木曜日

i麟辮慧野義

④
旭
ヶ
丘
分
譲
住
宅
（
住
宅
供
給
公

社
の
窓
口
で
す
．
住
宅
に
お
困
り
の

方
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
）

⑤
北
越
北
線
（
鉄
道
建
設
公
団
と
の

パ
イ
プ
役
）

⑥
土
地
開
発
基
金
（
公
共
用
地
を
取

得
す
る
お
金
の
取
扱
い
）

●
用
地
係

①
市
有
財
産
の
用
地
取
得
（
道
路
を

の
そ
く
公
共
用
地
の
買
収
、
登
記
等

大
変
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

②
土
地
開
発
公
社
（
工
場
団
地
や
住

宅
団
地
の
造
成
・
分
譲
等
）

　
問
題
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
金
沢
開
発
課
長
）

己rお1∬93（5）

用
用
人
人
佑
侶
張
張
個
個

　
　
　8
5
4
6

　
　
ウ
プ

ト
　
　
ゴ
　
ツ

ン
　
　
ン
コ

　
　
ハ
ス

■20名の体育指導委員を委嘱
　市教委では、社会体育行政σ）指導、計画等に加わっていた
だく体育指導委員に、つぎのみなさんを委嘱しました・
　野沢　茂（春日町）宮入健一（妻有町東）　庭野茂樹（田川
町）　庭野雅弘（田中町西）　桶沢英男（寿町一）　渡辺嘉平（山

本町一）　長谷川辰雄（下条一丁目）　佐野久美（高田町一）金

子信義（川治下町一）　根津文雄（田中町西）小杉良一（四日町
第二）　古沢美智代（中条旭ヶ丘）　水野正則（本町四）田川久

美子（高田町三南）　酒井とし子（高田町三南）　春日　昇（樽

沢）　大津和子（寿町二）　富所文子（鉢第一）　鶴巻容子（小

泉）　関口芳春（土市第三）

開
放
施
設

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
・
休
業
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

従
来
通
り
、
各
学
校
の
判
断
で

自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

新
潟
県
青
年
海
外
派
遣
の

　
一
般
団
員
候
補
者
を
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
毎
年
青
年
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め
海
外
研
修
の
場
を

も
う
け
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
つ
ぎ

の
と
お
り
海
外
派
遣
の
一
般
団
員
候

補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
応
募
資
格
　
昭
和
二
十
六
年
十
月

二
日
～
三
十
二
年
十
月
一
日
生
ま
れ

の
本
県
在
住
者
で
、
地
域
の
青
年
サ

ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
活
動
に
活
躍
し
、

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
人
。

　
派
遣
地
域
等
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
十
月
中
に
十

二
日
間
の
予
定
。
県
下
で
二
十
五
名

の
派
遣
、
個
人
負
担
あ
り
。

　
応
募
期
限
　
六
月
十
七
日
働
ま
で

に
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
へ
．

　
そ
の
他
申
し
込
み
用
紙
及
び
、

く
わ
し
い
事
は
、
同
福
祉
事
務
所
（
盈

七
－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

繰
穆
磐
コ

応
募
資
格
　
小
学
校
児
童
．
中
学
校
，

　
高
等
学
校
の
生
徒
（
一
入
一
点
自

　
作
の
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
．
）

募
集
期
限
　
九
月
十
日
ま
で
。

提
出
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

色
と
大
き
さ
　
色
彩
は
自
由
。
大
き

　
さ
は
四
十
五
種
ン
材
×
、
、
一
レ
穂
．
岩
か

　
ら
五
卜
五
袖
．
材
×
四
十
穂
．
冒
以
内

応
募
上
の
注
意
　
ω
作
品
の
裏
右
下

　
に
県
名
・
学
校
名
・
学
年
．
氏
名

　
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
等
を
必
ず
書

　
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ω
応
募
作

　
品
は
返
し
ま
せ
ん
。
桝
入
賞
作
品

　
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
、
作

　
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て
い
た
か

　
き
ま
す
。



、
筋
℃
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春の緑化運動

苗木市
　自然に親しみ、緑

に親しみやすい季節

ですが、ここ市民会

館前でも、去る5月

7日春の緑化運動苗
木市が開催され、多

勢の人々でにぎわい

ました。

卜φΦ

然保護ポスターを募集
行事の一環として、目然保護に関するボス

ぎのとおり募集します。

小学四年生以上中学三年生までの児童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
5
2
だ
ー

讐
響
振
巖

▲
ユ
　
　
環
皿
募
生
切
め
付

　
　
　
　
　
9
応
　
締締切期限　各学校長は児童生徒の作品をとりまと
　め、昭和52年6月末臼までに到着するように送

　付してください。

　　【送付先】〒951新潟而学校町通一番町602番地
　　　　　　新潟県生活環境部自然保護課

作成要領　●ポス9一の図柄は＼目然の大切さ、自

　然保護の重要卜生をテーマとしたもの　●用紙の

　大きさはB3　●色彩は自由　●図柄に使用す
　る文字及び字数は目由。

○
◆
◆
○
○
◆
◆
○
○
○
○
◆
○
○
◆
◆
○
◆
◆
◆
◆
○
○
◆
▲
○
◆
○

　
　
　
　
　
　
　
　
諮

　
こ
だ
ま
号
　
　
楽

　
　
貸
出
文
庫
を
設
置
し
ま
し
た

　
こ
だ
ま
号
「
貸
出
文
庫
」
を
ド
表
　
　
け
の
貸
出
記
録
簿
に
記
入
し
て
く
だ

の
と
お
り
設
置
し
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
さ
い
。

　
お
年
寄
り
か
ら
小
さ
な
子
供
さ
ん
　
　
◆
本
の
登
録
番
号
と
氏
名
・
部
落
名

ま
で
の
本
が
、
一
ヵ
所
平
均
六
十
冊

か
ら
六
十
五
冊
く
二
い
配
本
さ
れ
て

い
ま
す
。
期
間
は
十
一
月
末
ま
で
で

す
が
、
二
ヵ
月
に
一
回
本
の
入
れ
替

え
を
行
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
こ
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．

　
利
用
方
法

◆
本
は
一
人
二
冊
ま
で
で
、
十
四
日

間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、

◆
本
を
借
り
て
行
く
時
は
、
備
え
つ

貸出文庫配本所

貸
り
た
日
を
貸
出
記
録
簿
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
配
本
し
て
あ
る
本
が
少
な
い
の
で
、

読
ん
だ
ら
早
め
に
返
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
本
を
借
り
た
方
は
、
入
れ
替
え
三

日
前
に
返
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

地　区 配　本　所 人替日

麻　　畑

ニツ屋

塩ノ又

麻畑公民館

俵山弘宅
塩ノ又分校

7・9・11月

第1月曜日

大　　池

赤　　倉

津　　池

江　　道

大池小学校

赤倉分校
津池冬期分校

開発センター

7・9・11月

第2月曜日

中条新田

市ノ沢

尾　　崎

西枯木又

橘沢一宅
佐藤友三郎宅

むつみ合所

春川善七宅

7・9・11月

第3月曜日

野　　中

安養寺

野中小学枚

南雲芳太郎宅
7・9・11月

第4月曜日
願　　入 願入冬期分校

、
地
区
公
民
館
整
備
の
董
と

　
し
て
建
設
さ
れ
た
中
条
地
区
公
民

　
館
は
、
一
年
半
を
経
過
し
、
地
域

　
の
み
な
さ
ん
の
学
習
や
グ
ル
ー
プ

　
活
動
に
、
ま
た
む
つ
み
合

ま
」
』
『
卍
』
垂
』

い
に
、
フ
ル
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
．
そ
の
中
か
ら

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
）
　
　
、

　
　
　
　
　
し
く
ー
カ

のびのびといきいきと明るくノ
・卜地域づくりのとりで※中条地区公民館イ・

を
．
こ
紹
介

し
ま
す
。圏

る
「
活
花
の
ひ
ろ
ば
」
ー
の
四
つ
で

す
。
仲
間
は
た
だ
今
四
十
数
名
、
市

内
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
．

　
『
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
若
者
よ
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
集
合
』

　
青
春
の
た
め
の

学
習
と
仲
間
づ
く

り
の
場
“
青
年
の

村
”
は
、
四
つ
の

ひ
ろ
ば
が
あ
り
ま

す
。　
ス
ポ
ー
ツ
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
若
さ
を
ぶ
っ
つ

け
る
「
体
育
と
レ

ク
の
ひ
ろ
ば
」
ー
。

　
最
近
は
海
外
旅

行
に
出
か
け
る
若

者
も
多
い
。
簡
単
な
英
会
話
く
ら

い
マ
ス
タ
ー
し
な
く
ち
ゃ
。
と
は

参
加
者
の
弁
。
そ
れ
は
「
英
会
話

の
ひ
ろ
ば
」
1
。
将
来
の
彼
と

わ
た
し
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る

「
料
理
の
ひ
ろ
ば
」
1
。
そ
し
て
き

れ
い
な
花
で
や
さ
し
い
心
を
育
て

『
ヤ
ζ
』
『
鮨
垂
』

青年の村「活花のひろば」

こ
れ
が
み

ん
な
の
合

い
こ
と
ば

で
す
。

や
き
も
の

（
陶
芸
）

教
室
に
は

お
年
寄
り

青
年
、
お

か
あ
さ
ん

と
、
全
く
年
令
の
違
う
み
な
さ
ん
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と
集
ま
っ
て
い
ま
す
．

　
直
接
自
分
の
手
鴫
、
土
を
ね
り
、
土

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が

ら
、
湯
の
み
や
皿
、
植
木

鉢
な
ど
一
つ
一
つ
身
の
ま

わ
り
の
も
の
を
工
夫
し
て

創
り
出
す
手
づ
く
り
の
味

は
格
別
で
す
．
そ
し
て
、転

やきもの教室

；

完
成
し
た
作
品
を
毎
日
の
生
活
の

中
で
使
う
楽
し
さ
、
ま
た
友
達
に

贈
る
喜
び
、
や
き
も
の
は
と
て
も

楽
し
い
趣
味
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
発
表

の
場
か
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

昨
年
か
ら
”
中
条
文
化
祭
”
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
花
や
書
道
、
写
真
に
絵
画
、

菊
に
盆
栽
、
た
く
さ
ル
の
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
屋
上
で
は
、
ち
ひ
一
子
た
ち
に

も
ち
つ
き
を
楽
し
シ
e
、
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
発
展
、

興
隆
の
先
達
の
遺
墨
展
、
中
条
の

人
物
史
の
刊
行
な
ど
、
大
変
有
意

義
な
催
し
で
し
た
．

中条文化祭でもちつきを
楽しむ子どもたち

　
こ
の
他
に
も
、
お
か
あ
さ
ん
の

勉
強
室
、
お
年
寄
り
の
た
め
の
講

座
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
さ
そ
い
合

．
て

。
．
．
籍
幽
又

お
待
た
せ
し
ま
し
た
ノ

野
球
場
A
面
オ
ー
ブ
ン
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⑪
信
濃
川
運
動
公
園
⑪

　
初
夏
を
告
げ
る
陽
気
と
な
り
、
屋

外
で
運
動
す
る
に
は
絶
好
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
去
る
五
月
二
十
一

日
、
信
濃
川
河
川
敷
で
野
球
場
A
面

　
こ
れ
は
、
信
濃
川
運
動
公
園
造
成

の
一
環
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

ナ
不
足
を
パ
ワ
ー
で
補
っ
た
O
B
チ

ー
ム
が
六
対
四
で
辛
勝
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
野
球
場
に
続
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
撫

今
年
度
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
と
専

用
道
路
の
建
設
、
ま
た
五
十
三
年
度

は
野
球
場
C
面
と
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

一
面
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

小
中
9
ヵ
校
の
施
設
を

開
放
！

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
常
生
活

に
と
け
こ
ん
だ
体
力
づ
く
り
の
推
進
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
ざ
し
て

十
日
町
中
学
校
な
ど
小
中
九
ヵ
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
を
、
児
童
生

徒
の
学
習
に
支
障
の
な
い
時
間
、
一

般
市
民
に
開
放
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
　
開
放
す
る
学
校
名
、
時
間
等
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
施
設
の
管
理
、

利
用
者
の
危
険
防
止
の
た
め
、
体
育

指
導
も
合
わ
せ
た
管
理
員
の
設
置
．

ま
た
、
開
放
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

運
営
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る

ほ
か
、
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
原
則

　
今
後
も
年
々
増
加
す
る
ス
ポ
ー
ツ

人
口
に
対
処
す
る
と
共
に
、
緑
あ
ふ

れ
る
自
然
の
な
か
で
の
屋
外
運
動
場

づ
く
り
を
目
ざ
し
て
行
き
ま
す
。

と
し
て
市
内
在
住
又
は
在
勤
す
る
十

人
以
上
の
責
任
者
の
明
確
な
団
体
と

い
う
こ
と
で
、
登
録
に
よ
っ
て
利
用

を
許
可
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
利
用
者
の
申
し
込
み
は

六
月
三
十
日
ま
で
に
市
教
委
社
会
教

育
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
開
放
す
る
学
校

十
日
町
中
学
校
・
南
中
学
校
・
十
日

町
小
学
校
・
西
小
学
校
・
東
小
学
校
．

中
条
小
学
校
・
水
沢
小
学
校
・
吉
田

小
学
校
・
下
条
小
学
校
。

●
開
放
施
設
と
時
間

■キャンプ用具を貸し出します
　市社会福祉協議会では、市内の青少年団体及び少年σ）健全

育成を図るために、つぎび）キャンプ用具を貸し出ししていま
す。

　町内、部落グ）子供会等のキャンプなどに、大いにご利用く

ださい。

　貸し出しの申し込みは、市役所社会福祉事務所（87－3111

番）へ早めにお申し込みください。

●貸享ll！具鑑鵬一

知
が
，

難
鳳

　
開
発
課
は
、
正
面
玄
関
を
入
っ
て

す
ぐ
右
が
わ
に
あ
り
、
二
係
・
十
名

の
小
さ
な
課
で
、
次
の
仕
事
を
取
扱

っ
て
い
ま
す
。

●
管
理
係

①
市
有
財
産
の
管
理
処
分
（
市
有
財

産
に
は
、
行
政
財
産
と
普
通
財
産
が

あ
り
、
そ
の
管
理
お
よ
び
処
分
）

②
土
地
利
用
や
工
業
再
配
置
補
助
事

業
等
（
土
地
の
適
正
利
用
と
開
発
保

全
や
国
の
補
助
に
よ
る
施
設
の
建
設
）

③
地
下
水
の
有
効
利
用
調
査
（
貴
重

な
資
源
で
す
。
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
）

■おはようサイクリングを実施
　さわやかな季節です．思いきり手足を動かし、日頃の運動

不足を解消しましょう。
　市教委では、明るい仲間づくりと気軽な体力づくりを目標
に、自然に親しみながら正しいサイクリングを身につけるこ
とを目的とした「おはようサイクリング」をー）ぎのとおり計

画しました。
　どうぞご家族そろってご参加ください。

　●期　日　6月21日～8月30日　毎週火・木曜日

i麟辮慧野義

④
旭
ヶ
丘
分
譲
住
宅
（
住
宅
供
給
公

社
の
窓
口
で
す
．
住
宅
に
お
困
り
の

方
は
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
）

⑤
北
越
北
線
（
鉄
道
建
設
公
団
と
の

パ
イ
プ
役
）

⑥
土
地
開
発
基
金
（
公
共
用
地
を
取

得
す
る
お
金
の
取
扱
い
）

●
用
地
係

①
市
有
財
産
の
用
地
取
得
（
道
路
を

の
そ
く
公
共
用
地
の
買
収
、
登
記
等

大
変
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）

②
土
地
開
発
公
社
（
工
場
団
地
や
住

宅
団
地
の
造
成
・
分
譲
等
）

　
問
題
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
金
沢
開
発
課
長
）
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用
用
人
人
佑
侶
張
張
個
個

　
　
　8
5
4
6

　
　
ウ
プ

ト
　
　
ゴ
　
ツ

ン
　
　
ン
コ

　
　
ハ
ス

■20名の体育指導委員を委嘱
　市教委では、社会体育行政σ）指導、計画等に加わっていた
だく体育指導委員に、つぎのみなさんを委嘱しました・
　野沢　茂（春日町）宮入健一（妻有町東）　庭野茂樹（田川
町）　庭野雅弘（田中町西）　桶沢英男（寿町一）　渡辺嘉平（山

本町一）　長谷川辰雄（下条一丁目）　佐野久美（高田町一）金

子信義（川治下町一）　根津文雄（田中町西）小杉良一（四日町
第二）　古沢美智代（中条旭ヶ丘）　水野正則（本町四）田川久

美子（高田町三南）　酒井とし子（高田町三南）　春日　昇（樽

沢）　大津和子（寿町二）　富所文子（鉢第一）　鶴巻容子（小

泉）　関口芳春（土市第三）

開
放
施
設

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
・
休
業
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

従
来
通
り
、
各
学
校
の
判
断
で

自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

新
潟
県
青
年
海
外
派
遣
の

　
一
般
団
員
候
補
者
を
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
毎
年
青
年
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め
海
外
研
修
の
場
を

も
う
け
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
つ
ぎ

の
と
お
り
海
外
派
遣
の
一
般
団
員
候

補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
応
募
資
格
　
昭
和
二
十
六
年
十
月

二
日
～
三
十
二
年
十
月
一
日
生
ま
れ

の
本
県
在
住
者
で
、
地
域
の
青
年
サ

ー
ク
ル
・
グ
ル
ー
プ
活
動
に
活
躍
し
、

今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
人
。

　
派
遣
地
域
等
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
十
月
中
に
十

二
日
間
の
予
定
。
県
下
で
二
十
五
名

の
派
遣
、
個
人
負
担
あ
り
。

　
応
募
期
限
　
六
月
十
七
日
働
ま
で

に
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所
へ
．

　
そ
の
他
申
し
込
み
用
紙
及
び
、

く
わ
し
い
事
は
、
同
福
祉
事
務
所
（
盈

七
－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

繰
穆
磐
コ

応
募
資
格
　
小
学
校
児
童
．
中
学
校
，

　
高
等
学
校
の
生
徒
（
一
入
一
点
自

　
作
の
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
．
）

募
集
期
限
　
九
月
十
日
ま
で
。

提
出
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

色
と
大
き
さ
　
色
彩
は
自
由
。
大
き

　
さ
は
四
十
五
種
ン
材
×
、
、
一
レ
穂
．
岩
か

　
ら
五
卜
五
袖
．
材
×
四
十
穂
．
冒
以
内

応
募
上
の
注
意
　
ω
作
品
の
裏
右
下

　
に
県
名
・
学
校
名
・
学
年
．
氏
名

　
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
等
を
必
ず
書

　
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ω
応
募
作

　
品
は
返
し
ま
せ
ん
。
桝
入
賞
作
品

　
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属
し
、
作

　
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て
い
た
か

　
き
ま
す
。
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鱗
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老
後
を
よ
り
豊
か
に

　
だ
れ
し
も
老
後
の
生
活
は
、
安
定

し
た
も
の
で
あ
り
た
い
と
願
い
、
い

ろ
い
ろ
お
考
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
．

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
に
付
加
保

険
料
制
度
が
あ
る
こ
と
を
．
こ
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
も
う
少
し
多
く
保

険
料
を
納
め
て
も
よ
い
か
ら
、
よ
り

高
い
年
金
を
受
け
た
い
と
い
う
加
入

者
の
要
望
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
、
一
ヵ
月
四

百
円
を
足
し
て
納
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．
そ
し
て
、
納
め
た
期
間
に

応
じ
て
定
額
年
金
に
加
算
し
た
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
、
あ
な

た
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
付
加

保
険
料
額
は
、
付
加
年
金
を
二
年
間

受
け
ら
れ
る
と
、
も
と
が
と
れ
る
勘

4
し
こ
い
消
薯
鱈

も
　
　
　
住
ま
い
の
湿
気
と

　
　
　
　
　
　
か
　
び

　
ジ
　
　
　
日
本
の
樒
雨
期
の
平

　
　
　
均
旧
血
麿
蚤
｝
十
占
パ
麿
呪
、
　
［
半

驚
旗
蜥
智
？

嚢
　
謬

黛
韓
諺
藩

ぞ
〃
碁
轟
恥

定
と
な
り
、
あ
な
た
の
老
後
に
と
っ

て
大
変
有
利
な
財
産
づ
く
り
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
有
利
な
付
加
年
金
に
加
入
さ

れ
る
方
は
、
市
役
所
市
民
課
国
民
年

金
窓
口
（
8
七
－
三
一
二
番
）
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
結

構
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
付
加
保
険
料
制
度
へ

は
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る

人
を
除
い
て
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　
国
民
年
金
に
つ
い
て
不
明
の
点
は

お
気
軽
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
あ
な
た
の
知
人
や
友
人
等

で
、
保
険
料
を
未
納
さ
れ
て
い
る
方

が
お
り
ま
し
た
ら
、
至
急
納
入
さ
れ

る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
．

ミ
ニ
コ
ロ
ニ
ー
「
六
花
園
」

を
開
設

　
昨
年
よ
り
北
魚
沼
郡
堀
之
内
町
に

建
設
中
の
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

所得税の特別減税のあらまし

　今回、昭和51年分所得税の特別減税が行才）れ・つき

の金額が還付されることになりました。

　還付される金額は、本べは6千円、控除対象配偶者

や扶養親族は1人に／）き3千円として計算した金額で
す。たたし、納めた昭和51年分び）所得税額グ）方か少な

いときは、そグ）税額までとな1）ます。そこで、そび）あ

らましを説明しましょう。

還付を受けられる人
　還付を受けられるび）は、昭和51年分び）所得税を納め

た人です。たたし、利子、配当などび）源泉分離課税ゲ）

所得税に・）いては還付され去せん。

還付方法とその手続
①サラリーマンび）場合

　本年6月1目現在において昨年と同じ会社に勤務し

ているサラリーマンは、おkそ6月～7月二7）、賞与
や給与を受取るときに、勤務先から還付され主す。

（給与支払者σ）事務等び）都合に仁り、8月以降になる

場合もあります。〉しかし給与以外に所得かあ’・たリ、

2ヵ所以Lから給与を斐）ら一・ているために確定申告を

した人で、勤務先から還付しきれない分があるときは
そσ）分に／）いては、／）ぎび）“事業所得者などの場合、

と同じ方法て還付されます。

②事業所得者などび）場合

　事業所得者なと確定申告をして納税1．た人は、6月
ト旬ごろに税務署かド）還付を受けられる金額をお知ら

せします。そび）際、同封された還付請求書に、所要の

事項を記入して、税務署に返送してくたさい。そうす
ると、税務署から還付金グ）支払通知書か送られてきま

すから、こσ）支払通知書によって郵便ノ、うで還付金を受

取ることにな1）ます。還付請求書を提出されてから、

還付金を受取るまてに1～2ヵ月かかる場合もありま
すび）で、あド）かじめご了承ください。

③そび）他

　給学び）税金を源泉徴収で納め、年末調整を受けてい

るが、今年になって5月末までに退職した人や、昨年

中途で退職したなどのために給与の税金を源泉徴収さ

れたままで年末調整を受けていない人などは、税務署

へ還付請求をしてください．そ4）場合、昭和51年分の

確定申告書を提出していない人は、期限後の確定申告

をして、特別減税を受けることになっています。

　く才）しいことは税務署（所得税担当〉へおたずねく

たさい・　　　　　　　　　　　　　（十日町税務署）

　
「
六
花
園
」
は
、
魚
沼
地
域
の
市
町
村

　
の
．
こ
協
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　　　　　＿愛の1献血　

　　　　　　　　　　　　　　　　　～初の街頭献血を実施

　全国的に「愛の血液助け合い運動」が展開されていますが、本市でも去る7月4日
十日町商工福祉会館前で初の街頭献皿を実施しました。
　これは、これまでの各事業所を中心とした献皿から、商店街や婦人層など一般市
民に協力してもらい￥健全な献皿運動を推進して行こうという主旨で行われたもの
です。

　当日は￥あいにくの雨にもかかわらず、十日町青年会議所のみなさんの呼びかけ
などにより、ショッビング帰りの主婦など多数の万が献血されました・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈献皿の関連記事は5頁に掲載＞
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